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視点①スイミーになりきる活動を通して、 叙述を基にしたスイミーの気持ちを想像できてい
խխխたか。  
視点②児童は、 対話を通して、 自分の思いや考えを広げることができていたか。

視点① 

• 本時まで、 同じ学習形態で学習活動を積み重ねてきたことで、 どの児童も思考する活動に取り組めていた。  
• 気持ちを想像することが難しい児童に対してヒントカードを提示したことで、 どの児童もスイミーの気持ち
を書くことができていた。  
• 自分達で作成したスイミーのお面は活動意欲を高め、 スイミーになりきって気持ちを想像することができて
いた。  
• 本時までに学習した内容が場面ごとに教室後方に掲示されていたので、 どの場面でどんなことが起こったの
か分かりやすく、 スイミーの気持ちを想像もしやすかった。  

視点② 
• グループでの話し合い活動の際に、 話型があったことで自分の意見と理由も伝えることができていた。  
• 対話学習の始めとして良いスタートが切れていた。  
• ワークシートに友達の意見を書く活動を行うことで、 積極的に友達の意見を聞こうとする様子が見られた。

視点① 
խ課題：スイミーの気持ちを発表した際に、 なぜそう思ったのか、 本文の立ち返りを児童から言えると良かっխ
խխխխた。  
→教師が補助発問を行い、 発言の根拠となる叙述に立ち返らせると良い。  
→叙述を基に話し合いができるように、 本文を電子黒板に提示しておき、 立ち返りやすくしておく。  
視点② 
խ課題：対話という場面があまり見られなかった。  
→考えを深めるために、 時間を十分に確保する。  
խ課題：対話的な学びを低学年の実態として、 どこまで求めるのか分からなかった。  
→「 ここは隣の人と話してみて」 など、 ペアで対話することも取り入れていく。  
խまた、 対話的な学びの土壌作りとして、 言葉以外での対話の方法も合わせて指導していくと効果的である。  
խ 相手の話を聞く態度や相手の様子を見て視覚情報から相手の言いたいことを捉えるなど  
 


